









A Research Note on the Significance of Exploring the Possibility for Combining Design 
Anthropology and Multisensory Anthropology: From Cultural Anthropological Studies 
on Australian Aboriginal Message Sticks to Sensory Orientation in Design 
Anthropology, titled as such, in pursuit of the further possibility for combining design 
anthropology and multisensory anthropology, this working paper initially focuses on a 
brief history of the author’s exposure to studies by architectural anthropologists and 
secondly on his research on paintings of Australian Aborigines which led to his 
renewed interest in their traditional message sticks inherently related to design 
anthropology.  A set of analytical terms such as style, design, decoration in art 
historical studies for the sake of cross-referencing over design anthropological concepts 
of design and its shift in meaning over history, the author prepared original discussions 
on the possibility for combining design anthropology and multisensory anthropology 
partly in connection to ontological turn in anthropology. The author, Keizo Miyasaka, 
prof. of anthropology, Tokyo Tsushin University, finally focuses on its possible 
application towards making a special study of psychohistoriographic cultural therapy 
as developed by the late Frederick Hickling M.D. at the University of West Indies, and 
its experiential sessions. 
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2006 年～2013 年の間、隔年度くらいで、主に、3 月の短期間にオーストラリアで短期調
査および学会発表をすることがあったのだが、2007 年 3 月にやはり、クイーンズランド大
学の コミュニケーションとアート研究科の Sally Butler 准教授のご教示により、アリス・




画家として著名な Barbara Weier さんに数回面談、さらに、同地の公園で偶然絵を売って





























 とはいえ、その少し前の 2006 年２月、建築家であり、かつ民族学者でもある研究者と出
会い、建築デザインと文化人類学が融合する研究例にふれたことが、そもそものきっかけと
なった。デザインの人類学的研究方向のひとつの代表例に具体的にふれる端緒機会となっ
たのである。― 前任校での 21 世紀 COE 研究 「心の解明に向けての統合的方法論構築」
の表象 B 班メンバーとしてスイス・イタリアの大学やアールブュット美術館を訪問したお
りに、建築家であり，かつ民族学者（人類学者）でもある Nold Egenter 教授と、筆者の友
人の Paul Bouissac トロント大学名誉教授の紹介メールによってお会いできたのである。 
さらに、建築系教育研究で世界的に知られる Swiss Federal Institute of Technology in 
Lausanne を訪問し、スタッフの建築家たちとも交流し、スイス人研究者による日本建築デ
ザイン研究のお話しも聞くことができた。 Egenter 教授は、京都大学研究員として、 





とデザインの観点から研究する方向が散見されていたが、K. M. Murphy (2016 年）がレヴ
ュー論文「デザインと人類学」で指摘するように、デザイン人類学の三つの潮流のうちの一
つである〈デザインの人類学〉を彩る流れの中で、Egenter 教授が手掛けた民間建築のデザ
イン研究が一つの島を形成しているといえるだろう 2。  
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彼のもとに、世界的にも著名になった Barbara Weier さんのような先住民画家が居留地
のユートピアからアリス・スプリングズの町に移住し、いわば専属画家のようにして暮らす




画家となった。1996 年に没していたが、2008 年 5 月～７月、東京・六本木の新国立博物館
で『エミリー・ウングワレー展－アボリジニが生んだ天才画家－Utopia: the Genius of 
Emily Kame Kngwarreye』が開催されている（私も同年 7 月の末、ちょうど前任校大学院
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左図４枚は、すべて、CC BY 4.0。出展左上は、Lumholtz, Carl. 1889. Among 
cannibals: an account of four years' travels in Australia and of camp life with 
the aborigines of Queensland. New York: C. Scribner's Co. 
左中央は、Adolf Bastian 1881 “Australische Schriftsubstitute.”  Zeitschrift 
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A native carrying a message-stick (Euahlayi Tribe: 腰につけている横長の棒) 









. R. H. Mathews “Message-Sticks Used by the Aborigines of Australia.” American 
Anthropologist, Vol. 10, No. 9, 1897: p.292. 
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  用語の検討を踏まえ、デザイン人類学の領域での代表的議論と動向を展望したい。 

























英語の design は、もともと 14 世紀のフランス語から導入され、当時の意味は、現代
の語〈 designate 指し示す〉に近い意味であった。16 世紀は動詞の意味〈なにかを意図、
計画する〉および〈形を描く、トレースする、辿る〉の二つの意味を表すようになった。後
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人類学的アプローチについては、筆者の 2020 年 3 月発刊の前掲研究ノートで、コンコーデ
ィア大学 David Howes 教授の研究室 Centre for Sensory Studies の訪問の経緯と、彼の研
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ャマイカの黒人系精神科医 Frederick Hickling 医博によって形成前記を経て 20 年あまり
前に開拓が試みられ、近年整ってきたジャマイカの独自色が色濃い一種の心理療法である



















いる黒人系の小学生むけにも、描画をひとつの中心に加えた PCT が行われている。 
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